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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期
第１四半期
連結累計期間

第81期
第１四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日

自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日

自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日

売上高 (千円) 2,242,365 2,566,367 9,016,645

経常利益又は経常損失(△) (千円) △9,701 164,917 198,713

四半期(当期)純利益 (千円) 27,797 83,890 81,243

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 144,960 95,740 44,967

純資産額 (千円) 8,530,865 8,496,940 8,416,000

総資産額 (千円) 13,556,857 12,975,290 13,137,799

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 1.91 5.77 5.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.9 65.5 64.1
　

(注) １当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４ 第80期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

(猟銃事業)

㈱南国ミロク(連結子会社)は、㈱梼原ミロク(連結子会社)を平成23年11月１日に吸収合併しておりま

す。

　

この結果、平成24年１月31日現在では、当社グループは、当社、子会社５社及び関連会社５社により構成さ

れることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種の政策効果などを背景に、一部に持

ち直しの兆しが見られるものの、米国の財政緊縮や欧州の債務危機による為替レートの変動、株式市場の

低迷など、依然として景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループは顧客の期待に応えられる製品作りを目指すと同時に原価低減

に取組むなど、グループ一丸となって業績向上に努めてまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,566,367千円(前年同期比14.4％増)、経常利益は

164,917千円(前年同期は経常損失9,701千円)、四半期純利益は83,890千円(前年同期比201.8％増)となり

ました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①  猟銃事業

主力の米国及び欧州市場の低価格指向が継続するなど厳しい状況の中、購買意欲を喚起すべく新

製品を投入した上下二連銃と、価格調整を行ったボルトアクションライフルの主力２機種の販売数

量は前年同期を大きく上回りました。その結果、売上高は1,315,080千円(前年同期比18.7％増)、セグ

メント利益(営業利益)は26,526千円(前年同期はセグメント損失(営業損失)72,023千円)となりまし

た。

②  工作機械事業

主要顧客である自動車・金型関連業界は、生産状況の回復に伴い、緩やかな持ち直しが見られる状

況で推移いたしました。主力の機械部門は、震災からの復興需要と、タイの水害特需により工作機械

の受注が増加したことなどから、前年同期を大幅に上回りました。また、ツール部門及び加工部門は

前年同期と同水準を維持いたしました。その結果、売上高は651,949千円(前年同期比56.4％増)、セグ

メント利益(営業利益)は146,155千円(前年同期はセグメント利益(営業利益)8,713千円)となりまし

た。なお、売上高につきましては、セグメント間の内部売上高1,234千円を含んでおります。
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③  自動車関連事業

納入先メーカーが、昨年発生したタイの洪水の影響により生産調整を行ったことから、主力の純木

製ステアリングハンドル及びシフトノブの販売数量は前年同期を下回りました。その結果、売上高は

595,102千円(前年同期比16.8％減)、セグメント利益(営業利益)は5,175千円(前年同期比31.0％減)

となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は9,539千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年３月16日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,027,209 15,027,209
大阪証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株
であります。

計 15,027,209 15,027,209 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年11月１日～
平成24年１月31日

― 15,027,209 ― 863,126 ― 515,444

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年10月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 226,000

―

単元株式数 1,000株
(相互保有株式)
普通株式 23,000

―

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,641,000 14,641 単元株式数 1,000株

単元未満株式 普通株式 137,209 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 15,027,209 ― ―

総株主の議決権 ― 14,641 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、下記の相互保有株式及び自己株式が含まれております。

㈱ミロク工芸 (株) ㈱ミロク (株)

412 686

　

② 【自己株式等】

平成24年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ミロク

高知県南国市篠原537-１ 226,000 ― 226,000 1.50

(相互保有株式)
㈱ミロク工芸

高知県南国市篠原537-１ 23,000 ― 23,000 0.15

計 ― 249,000 ― 249,000 1.66

(注)  当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年11月１日

から平成24年１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24年１月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,801,245 1,616,970

受取手形及び売掛金 1,815,587 1,867,782

たな卸資産 2,377,868 2,465,250

その他 197,662 206,100

貸倒引当金 △54 △53

流動資産合計 6,192,309 6,156,051

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,295,046 1,276,768

機械装置及び運搬具（純額） 989,444 924,853

土地 1,568,295 1,568,295

その他（純額） 58,677 57,508

有形固定資産合計 3,911,463 3,827,425

無形固定資産

その他 33,721 30,922

無形固定資産合計 33,721 30,922

投資その他の資産

投資有価証券 2,227,524 2,187,711

その他 852,863 853,262

貸倒引当金 △80,083 △80,083

投資その他の資産合計 3,000,304 2,960,890

固定資産合計 6,945,490 6,819,238

資産合計 13,137,799 12,975,290
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,408,692 1,402,774

短期借入金 400,000 400,000

未払法人税等 38,366 75,205

賞与引当金 87,080 108,804

役員賞与引当金 12,050 3,062

その他 382,073 235,733

流動負債合計 2,328,262 2,225,580

固定負債

長期借入金 1,000,000 1,000,000

繰延税金負債 159,213 147,324

退職給付引当金 1,037,873 856,912

役員退職慰労引当金 196,449 163,002

その他 － 85,529

固定負債合計 2,393,536 2,252,769

負債合計 4,721,799 4,478,349

純資産の部

株主資本

資本金 863,126 863,126

資本剰余金 519,252 519,252

利益剰余金 6,968,423 7,037,513

自己株式 △74,180 △74,180

株主資本合計 8,276,621 8,345,712

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 150,993 163,718

為替換算調整勘定 △11,614 △12,489

その他の包括利益累計額合計 139,378 151,228

純資産合計 8,416,000 8,496,940

負債純資産合計 13,137,799 12,975,290
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年１月31日)

売上高 2,242,365 2,566,367

売上原価 2,081,209 2,172,406

売上総利益 161,155 393,961

販売費及び一般管理費 277,122 271,324

営業利益又は営業損失（△） △115,966 122,636

営業外収益

受取配当金 7,295 7,239

持分法による投資利益 27,225 25,874

その他 77,065 15,321

営業外収益合計 111,587 48,435

営業外費用

支払利息 4,506 3,775

その他 815 2,379

営業外費用合計 5,321 6,155

経常利益又は経常損失（△） △9,701 164,917

特別利益

貸倒引当金戻入額 18,879 －

投資有価証券売却益 － 2,270

受取保険金 39,521 －

特別利益合計 58,401 2,270

特別損失

固定資産除売却損 411 184

特別損失合計 411 184

税金等調整前四半期純利益 48,288 167,003

法人税等 20,491 83,112

少数株主損益調整前四半期純利益 27,797 83,890

四半期純利益 27,797 83,890
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 27,797 83,890

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 114,477 16,738

為替換算調整勘定 733 △875

持分法適用会社に対する持分相当額 1,951 △4,013

その他の包括利益合計 117,163 11,849

四半期包括利益 144,960 95,740

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 144,960 95,740
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、㈱梼原ミロクは㈱南国ミロクに吸収合併され消滅しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日)

減価償却費 121,075千円 99,407千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年１月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月９日
取締役会

普通株式 29,603 2.00平成22年10月31日 平成23年１月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月９日
取締役会

普通株式 14,800 1.00平成23年10月31日 平成24年１月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年１月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　 報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額

(注) ２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注) ３
　

猟銃

事業

工作機械

事業

自動車

関連事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
1,107,888415,012715,5232,238,4243,9402,242,365― 2,242,365

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

― 1,735 ― 1,735 ― 1,735△1,735 ―

計 1,107,888416,747715,5232,240,1593,9402,244,100△1,7352,242,365

セグメント利益

又は損失(△)
△72,0238,713 7,495△55,814△6,335△62,149△53,816△115,966

　

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材関連事業を含んでおります。
２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△53,816千円には、セグメント間取引消去1,519千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△55,336千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰
属しない提出会社の営業費用であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

　
２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　 報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額

(注) ２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注) ３
　

猟銃

事業

工作機械

事業

自動車

関連事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
1,315,073650,715595,1022,560,8915,4762,566,367― 2,566,367

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

6 1,234 ― 1,240 ― 1,240△1,240 ―

計 1,315,080651,949595,1022,562,1325,4762,567,608△1,2402,566,367

セグメント利益

又は損失(△)
26,526146,1555,175177,856△6,123171,732△49,095122,636

　

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材関連事業を含んでおります。
２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△49,095千円には、セグメント間取引消去1,159千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△50,255千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰
属しない提出会社の営業費用であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1円91銭 5円77銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 27,797 83,890

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 27,797 83,890

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,538 14,537

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成23年12月９日開催の取締役会において、平成23年10月31日の株主名簿に記載又は記録された株主に

対し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①  配当金の総額 14,800千円

②  １株当たりの金額 １円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年１月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成24年３月13日

株  式  会  社  ミ  ロ  ク

取  締  役  会  御  中

　
有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ　

　
指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士      辻    内          章    ㊞

　
指定有限責任社員業
務執行社員

　 公認会計士      田    中    賢    治    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ミロクの平成23年11月１日から平成24年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成
23年11月１日から平成24年１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24年１月
31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミロク及び連結子会社の平成24年１
月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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